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平成１７年上期の金属加工製品の生産予定について 
 

品   目 単 位 平成１７年上期 
生 産 予 定 

平成１６年下期 
生産実績見込 

平成１６年上期 
生 産 実 績 

伸 銅 品 ｔ／期 
（ｔ／月） 

 ２０，１００ 
 （３，３５０） 

 １８，０００ 
 （３，０００） 

 ２０，８０２ 
 （３，４６７） 

特 殊 鋼 
製   品 

ｔ／期 
（ｔ／月） 

  ４，５００ 
 （  ７５０） 

  ４，５６０ 
   （７６０） 

  ５，４２４ 
   （９０４） 

   
 合   計 

ｔ／期 
（ｔ／月） 

 ２４，６００ 
 （４，１００） 

 ２２，５６０ 
 （３，７６０） 

 ２６，２２６ 
 （４，３７１） 

（参 考） 
 製品長さ計 

万ｍ／期 
（万ｍ／月） 

  ３，７２０ 
 （  ６２０） 

  ２，８８０ 
 （  ４８０） 

  ４，５００ 
 （  ７５０） 

 
【解説】 
 ＰＣ、移動体通信機器、デジタルカメラ等のＩＴ分野については、１６年下期からの最

終製品の需要低迷による在庫調整がほぼ終了し、今後は緩やかに回復に向かうものと見込

まれます。また、電気・電子機器の小型化、薄型化、軽量化が更に進んでいく中、それら

に使用される端子・コネクター等の電子部品には高強度、高屈曲性、高導電性がより求め

られてきており、当社の主力製品である圧延銅箔、Ｃ7025合金、りん青銅等の需要は回復
後も堅調に推移すると見込まれます。更に、伸長著しい中国市場、あるいは堅調な自動車

市場への更なる注力も計画しており、伸銅品については対前期比１１％程の増産を計画い

たしております。 
 特殊鋼製品については、電子銃用ステンレス、パソコンモニター用アンバー等のブラウ

ン管関連材料は引き続き堅調に推移するものと見込まれ、前期並みの生産を計画しており

ます。 
 この結果、金属加工製品全体では、対前期比９％増の２４，６００ｔ／期の計画となり

ました。 
以上 

 
お問い合わせ先： 日鉱金属加工株式会社 

経営業務部（総務担当）矢澤 
℡：0467-75-0611 

 

 


